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1.  平成23年6月期第2四半期の連結業績（平成22年7月1日～平成22年12月31日） 

（注）平成22年７月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を実施しております。そのため、平成22年６月期第２四半期の１株当たり四半期純利
益は、当該株式分割が行われる前の数値で表示しております。 

(2) 連結財政状態 

（注）平成22年７月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を実施しております。そのため、平成22年６月期末の１株当たり純資産は、当該株式
分割が行われる前の数値で表示しております。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年6月期第2四半期 6,482 16.3 207 73.4 222 26.9 158 151.3
22年6月期第2四半期 5,572 △15.3 119 △47.5 175 △30.1 63 △64.9

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年6月期第2四半期 1,670.93 ―
22年6月期第2四半期 3,325.10 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年6月期第2四半期 4,472 2,928 65.5 30,815.33
22年6月期 4,473 2,959 66.2 155,710.12

（参考） 自己資本   23年6月期第2四半期  2,928百万円 22年6月期  2,959百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  有  
平成22年７月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を実施しております。そのため、平成22年６月期末の１株当たり配当金につきましては、
当該株式分割が行われる前の数値で表示しております。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年6月期 ― 0.00 ― 10,000.00 10,000.00
23年6月期 ― 0.00
23年6月期 

（予想）
― 2,800.00 2,800.00

3.  平成23年6月期の連結業績予想（平成22年7月1日～平成23年6月30日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,000 24.3 600 123.9 630 70.3 500 76.1 5,260.94



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

平成22年７月１日付で普通株式１株につき、５株の割合をもって株式分割を行っております。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸
表に対する四半期のレビュー手続きが実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年6月期2Q 95,040株 22年6月期  19,008株
② 期末自己株式数 23年6月期2Q  ―株 22年6月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年6月期2Q 95,040株 22年6月期2Q 19,008株
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当第２四半期連結累計期間（平成22年７月１日～平成22年12月31日）におけるわが国経済は、新興国

の需要回復等を背景とした企業業績の緩やかな回復の基調から、円高の長期化や政府のエコ関連政策に

よる効果の逓減等により足踏み状態となりました。また雇用に関しても、失業率や新卒の内定率等に改

善の兆しが見られない等、引き続き予断を許さない状況で推移いたしました。 

このような状況の中、当社グループは顧客企業の人的ニーズを早期に把握し、必要とされるスキル等

を備えた社員の的確なマッチングや、請負・受託・委託などの業務のアウトソーシングに関する積極的

な提案を通じて受注を取り込み、業容の拡大に努めてまいりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は6,482百万円（前年同期比16.3％増）、営業利益は

207百万円（前年同期比73.4％増）、経常利益は222百万円（前年同期比26.9％増）、四半期純利益は

158百万円（前年同期比151.3％増）となりました。 

  

セグメント別の業績は、次のとおりであります。 

（技術者派遣・請負・委託事業） 

 業績回復が顕著な企業に対して業務の請負化、委託化、また国際化への対応などの総合的な提案

を行い、技術社員を迅速に配置したことにより稼動人員数は継続的に増加しました。 

 この結果、当セグメントの売上高は2,718百万円、セグメント利益は120百万円となりました。 

（製造請負・受託・派遣事業） 

 子会社の株式会社ＴＴＭにおいて、業務の請負化・受託化を推進し、顧客企業の増員要請への対

応を着実に行ってまいりました。 

 この結果、当セグメントの売上高は3,731百万円、セグメント利益は91百万円となりました。 

（障がい者雇用促進事業） 

 当社所有不動産内の事務所の清掃や梱包等の軽作業を中心とした業務の請負により、障がい者雇

用率の維持に努めました。 

 この結果、当セグメントの売上高は15百万円、セグメント利益は2百万円となりました。 

（不動産賃貸事業） 

神奈川県相模原市の賃貸用オフィスビルの入居率は、引き続き高水準を維持しました。この結

果、当セグメントの売上高は27百万円、セグメント利益は8百万円となりました。 

  

(１) 資産、負債及び純資産の状況 

(資産) 

流動資産の残高は3,339百万円(前連結会計年度末は3,309百万円)となり、30百万円増加いたしまし

た。主な要因は、現金及び預金の減少７百万円、受取手形及び売掛金の増加195百万円、未収消費税等

の減少168百万円によるものであります。 

 固定資産の残高は1,132百万円(前連結会計年度末は1,163百万円)となり31百万円減少いたしました。

主な要因は、のれんの減少23百万円によるものであります。この結果、資産合計は4,472百万円(前連結

会計年度末は4,473百万円)となりました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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(負債) 

流動負債の残高は1,508百万円(前連結会計年度末は1,472百万円)となり、35百万円増加いたしまし

た。主な要因は、未払費用の増加72百万円、未払消費税等の増加62百万円、賞与引当金の増加34百万

円、未払法人税等の減少145百万円等によるものであります。 

 固定負債の残高は35百万円(前連結会計年度末は40百万円)となり、5百万円減少いたしました。主な

要因は、預り敷金の減少2百万円及びリース債務の減少2百万円等によるものであります。 

この結果、負債合計は1,543百万円(前連結会計年度末は1,513百万円)となりました。 

  

(純資産) 

純資産の残高は2,928百万円(前連結会計年度末は2,959百万円)となり、31百万円減少いたしました。

主な要因は、利益剰余金の配当による減少190百万円及び四半期純利益による増加158百万円によるもの

であります。 

  

  

(２) キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計

年度末に比べ7百万円減少し、1,624百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とその要因は以下のとおりであり

ます。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動により獲得した資金は、230百万円（前年同四半期は158百万円の収入）となりました。収

入の主な要因は、税金等調整前四半期純利益192百万円、未収消費税等の減少168百万円、未払費用の

増加72百万円、未払消費税等の増加62百万円、賞与引当金の増加34百万円であります。支出の主な要

因は、売上債権の増加195百万円、法人税等の支払額152百万円等であります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)  

投資活動により使用した資金は、43百万円（前年同四半期は5百万円の収入）となりました。支出

の主な要因は、有形固定資産の取得による支出6百万円、有形固定資産の除却による支出29百万円、

無形固定資産の取得による支出6百万円等であります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)  

財務活動により使用した資金は、192百万円（前年同四半期は2百万円の使用）となりました。この

主な要因は、配当金の支払額189百万円であります。 

  

当第２四半期連結累計期間の業績の状況を踏まえ今後の業績予想の見直しを行った結果、平成22年８

月10日公表の連結業績予想について修正を行いました。詳細につきましては、平成23年１月21日に公表

の「業績予想の修正に関するお知らせ」のとおりであります。 

  

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

株式会社トラスト・テック（2154）　平成23年６月期　第２四半期決算短信

－3－



該当事項はありません。 

  

①簡便な会計処理 

イ．固定資産の減価償却費の算定方法 

減価償却の方法として定率法を採用している固定資産につきましては、連結会計年度に係る減

価償却費の額を期間按分しております。 

ロ．繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度以降の経営環境や一時差異の発

生状況等に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予

測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年

３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20

年３月31日）を適用しております。これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税

金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

  

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,624,389 1,631,391

受取手形及び売掛金 1,522,921 1,326,953

その他 192,614 351,172

流動資産合計 3,339,925 3,309,518

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 106,956 104,546

減価償却累計額 △34,373 △31,335

建物及び構築物（純額） 72,582 73,211

土地 93,200 93,200

その他 87,630 84,983

減価償却累計額 △67,021 △62,177

その他（純額） 20,608 22,805

有形固定資産合計 186,391 189,216

無形固定資産

のれん 165,452 189,164

その他 26,601 23,774

無形固定資産合計 192,053 212,939

投資その他の資産

投資不動産 665,929 665,825

減価償却累計額 △56,327 △52,082

投資不動産（純額） 609,602 613,743

その他 144,557 147,878

投資その他の資産合計 754,160 761,622

固定資産合計 1,132,605 1,163,778

資産合計 4,472,530 4,473,296

負債の部

流動負債

未払費用 1,031,923 959,298

未払法人税等 30,033 175,292

未払消費税等 171,109 108,543

賞与引当金 132,226 97,289

その他 143,192 132,485

流動負債合計 1,508,486 1,472,909

固定負債

退職給付引当金 8,460 8,395

その他 26,894 32,253

固定負債合計 35,355 40,648

負債合計 1,543,841 1,513,558
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,474,490 1,474,490

資本剰余金 631,975 631,975

利益剰余金 821,997 853,272

株主資本合計 2,928,463 2,959,737

評価・換算差額等

為替換算調整勘定 226 －

評価・換算差額等合計 226 －

純資産合計 2,928,689 2,959,737

負債純資産合計 4,472,530 4,473,296

株式会社トラスト・テック（2154）　平成23年６月期　第２四半期決算短信

－6－



(2) 四半期連結損益計算書

  【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
至 平成21年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年７月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 5,572,400 6,482,487

売上原価 4,485,417 5,210,239

売上総利益 1,086,982 1,272,247

販売費及び一般管理費 967,127 1,064,367

営業利益 119,855 207,880

営業外収益

受取利息 233 314

受取配当金 18 －

不動産賃貸料 13,308 －

助成金収入 50,006 11,202

その他 2,907 6,708

営業外収益合計 66,473 18,225

営業外費用

支払利息 2,566 999

不動産賃貸原価 8,153 －

為替差損 － 2,663

その他 286 11

営業外費用合計 11,005 3,673

経常利益 175,323 222,431

特別利益

消費税差額益 65,387 －

投資有価証券売却益 636 －

特別利益合計 66,023 －

特別損失

固定資産除却損 9,092 30,049

減損損失 31,633 －

リース解約損 4,312 －

特別損失合計 45,038 30,049

税金等調整前四半期純利益 196,309 192,382

法人税、住民税及び事業税 126,268 17,930

法人税等調整額 6,837 15,646

法人税等合計 133,105 33,577

少数株主損益調整前四半期純利益 － 158,805

四半期純利益 63,203 158,805
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
至 平成21年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年７月１日
至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 196,309 192,382

減価償却費 19,194 16,639

減損損失 31,633 －

のれん償却額 35,173 23,711

賞与引当金の増減額（△は減少） 12,232 34,937

退職給付引当金の増減額（△は減少） △38,981 64

受取利息及び受取配当金 △252 △314

支払利息 2,566 999

固定資産除却損 9,092 30,049

売上債権の増減額（△は増加） 134,896 △195,967

未払費用の増減額（△は減少） △294,264 72,624

未払消費税等の増減額（△は減少） 46,615 62,566

その他 1,786 145,094

小計 156,001 382,788

利息及び配当金の受取額 252 314

利息の支払額 △2,566 △999

法人税等の支払額 △48,113 △152,924

法人税等の還付額 52,615 896

営業活動によるキャッシュ・フロー 158,189 230,074

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △34,800 △6,106

有形固定資産の除却による支出 △6,341 △29,906

無形固定資産の取得による支出 △2,981 △6,536

投資有価証券の取得による支出 △154 －

投資有価証券の売却による収入 10,070 －

のれんの取得による支出 △54,000 －

貸付けによる支出 △100 △500

貸付金の回収による収入 220 840

預託金の回収による収入 63,250 －

敷金及び保証金の増減額(△は増加) 18,748 773

その他 11,400 △2,500

投資活動によるキャッシュ・フロー 5,310 △43,935

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △2,858 △2,858

配当金の支払額 － △189,341

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,858 △192,200

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △942

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 160,641 △7,002

現金及び現金同等物の期首残高 1,275,009 1,631,391

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,435,651 1,624,389
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当第２四半期連結累計期間(自 平成22年７月１日 至 平成22年12月31日) 

該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年12月31日) 

  

 
(注) １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な内容 

  (1) 技術者派遣事業・・・・・・・・・・・・・・・開発設計技術者等の特定労働者派遣事業 

  (2) 請負・技能労働者派遣事業・・・・・・・・・・製造業の顧客に対する製造現場の請負・派遣事業 

  (3) 障がい者雇用促進事業・・・・・・・・・・・・障がい者雇用促進事業 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年12月31日) 

本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年12月31日) 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

技術者派遣 
事業 
(千円)

請負・技能労
働者派遣事業

(千円)

障がい者雇用
促進事業 
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

1,813,487 3,754,781 4,130 5,572,400 ― 5,572,400

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― ― 9,961 9,961 (9,961) ―

計 1,813,487 3,754,781 14,092 5,582,361 (9,961) 5,572,400

営業利益又は営業損失(△) △63,474 122,005 △10,358 48,173 71,681 119,855

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日)を適用しております。 

1. 報告セグメントの概要 

当社グループのセグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、最高経営意思決定機関が定期的に検討を行う対象とな

っているものであります。 

当社グループは、主に製造業の技術開発部門及び製造部門を対象とした人材サービス及び業務の請負・

受託等のトータルサービスを国内外にて展開しており、「技術者派遣・請負・委託事業」、「製造請負・

受託・派遣事業」、「障がい者雇用促進事業」、「不動産賃貸事業」を報告セグメントとしております。

各セグメントの内容は、以下のとおりであります。 

「技術者派遣・請負・委託事業」・・・・・・・・・開発設計技術者等の特定労働者派遣・請負・委託事業 

「製造請負・受託・派遣事業」・・・・・・・・・・製造業の顧客に対する製造現場の請負・受託・派遣事業 

「障がい者雇用促進事業」・・・・・・・・・・・・障がい者雇用促進事業 

「不動産賃貸事業」・・・・・・・・・・・・・・・オフィスビルの賃貸事業 

  

2. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年７月１日 至 平成22年12月31日) 

 
(注)１ セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の経常利益と一致しております。 

  

該当事項はありません。 

【セグメント情報】

(単位：千円)

報告セグメント

調整額
四半期連結損
益計算書計上
額（注１）

技術者派遣・
請負・委託 

事業

製造請負・受
託・派遣事業

障がい者雇用
促進事業

不動産賃貸
事業

計

売上高

 外部顧客への 
 売上高

2,718,960 3,731,578 4,688 27,259 6,482,487 ― 6,482,487

 セグメント間 
 の内部売上高 
 又は振替高

― ― 10,699 480 11,179 △11,179 ―

計 2,718,960 3,731,578 15,388 27,739 6,493,667 △11,179 6,482,487

セグメント利益 120,631 91,186 2,040 8,573 222,431 ― 222,431

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

株式会社トラスト・テック（2154）　平成23年６月期　第２四半期決算短信

－10－


	H2306_2q_2154_summary.pdf
	H2306_2q_2154_body



